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［要旨］持続的森林管理方法である「低インパクト伐採」と「森林認証」が導入されているマレ

ーシア、サバ州の熱帯生産林と隣接する従来型の破壊的森林伐採の生産林を比較することにより、

持続的森林管理のプラス効果を、炭素貯留と生物多様性の2側面から検証した。地上調査と衛星を

使った解析から、持続的森林管理の導入約10年後に、地上植生には平均54 Mg･ha-1の炭素が追加さ

れていることが明らかとなった。また、持続的森林管理が導入された森林では、樹木の多様性や

更新は原生林と同程度に維持されていた。持続的森林管理による炭素貯留の長期的効果を生態系

モデルCenturyを用いて検証した。温暖化とエルニーニョ干ばつ下で、地上部バイオマスを50～60%

低減させる従来型伐採を1回行うシナリオでは、生態系の総炭素量は100年経過しても原生林レベ

ルにまで回復しなかった。一方、低インパクト伐採（地上バイオマスを5～20%低減）では、従来

型伐採ほどの顕著なバイオマスの低下やネクロマスの生成は見られず、生態系の総炭素量はより

早く原生林レベルに回復した。このことから、伐採時の伐採強度が、その後の森林炭素量の回復

過程に最も大きな影響を及ぼすことが明らかとなった。土壌炭素動態の予測精度の向上を目的に、

土壌分解系における微生物群集組成と分解特性の関係を調査した。微生物群集組成をリン脂質脂

肪酸マーカーにより調べたところ、伐採圧によって群集組成が変化することが明らかとなった。

微生物群集組成の変化は土壌炭素無機化速度の低減を引き起こすことが示された。中大型哺乳類

の相対生息密度とその分布を自動撮影カメラを用いて広域把握する手法を開発した。827km2の広域

面積の中大型哺乳類の種多様性を解析したところ、種数や各種の撮影頻度に大きな空間的変異が

あることが明らかになった。さらに、生息分布モデルの構築によって森林管理シナリオごとの将

来の生息密度の増減を予測することができた。この結果、多くの種において持続的森林管理は生

息密度にプラスの効果を与えていると予測された。 
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１．はじめに 

世界の3大熱帯地域のうち東南アジアでは他地域と比較して、1990年代以降、熱帯林減少が最も

急速に進行している。オイルパーム・プランテーションへの土地転換、大規模森林火災、無秩序
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